


































































































































































































































































































































































































































































































































































William.K.Freiert．Orpheus：A Fugue on the Polis, Myth and the 

















































23． Snodgrass 1980.33，38-40 参照．
















33． Brelicｈ 1958.321-322；Nagy 1979.307.




36． Nagy 1979，17章-18章, Puhvel 1987.241-255参照．








42． Onians 1954.109-111およびBremmer 1983.16-17参照．
43． Onians 1954.109-111.
44． Graf 1986参照．
45． Dodds 1951.147，Eliade 1964，West 1983.4-7，140-150およびWestが引用した文
献表を参照．
46．『オデュッセイア』19巻163（あなたは樫の木から生まれたのでも岩から生まれたの
でもない）にギリシアのこの表現がみられる．また，プラトン『ソクラテスの弁明』34
ｄ他を参照．これは共同体の人間の生命と共有された対立的性格への表現に使わ
れる．
47． オルフェウスのシャーマニズムの太古性についてはBurkert 1972.163-164参照．
48． Eliade 1964.259参照．
49． Turner 1967.99.
50． Vernant 1983.127-175.
51． Vernant 1983.142.
52． インド＝ヨーロッパ語族の同様の話との詳しい比較の基礎についてJ.F.Nagy
（1990.234）は，オルフェウスの頭の死後の重要性を口承の言葉のやりとりの関係
を確立するためのしくみとしての働きと見ている．すなわち話された言葉の保存と置
き換えである．インド＝ヨーロッパ語族のその他の伝承には，文字伝達の行為の場
合に切断された頭が登場する例がしばしば起こる．
53． Nagy 1979.296.
54． Palmer 1980.249.
55． Burkert 1972.164.
56． 嘆きと英雄についてはNagy 1979第６章を参照．
100　オルフェウスあるいはポリスの遁走曲
57． Shelmerdine 1985.
58． Burkert 1983.39.
59． Burkert 1983.202-203.
60． Lefkowitz 1981.4-5.
61． Linforth 1941.165.
62． Guthrie 1952.57注から引用．
63． Nagy 1979.296；1982a.49-52；1990ｂ第２章
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